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行

生
や
安
全
の
立
場
か
ら
も
う
け
ら
一
ば
、
他
の
騒
い
生
出
申
に
か
わ
る
の
資
料
と
し
て
法
一

4
F
事

4
F
も
4
F
3

鉛
昭
和
廿
五
年
度
競
馬
事
業
滋
加

号
制
児
訪
ね
諸
説2・
と
お
院
予
出
深
ず
る
予
一
よ
っ
て
、
皆
様
訪
れ
れ
れ
れ
れ
一
三
月
の
議
曾

J
P

盟
諸
(
幻
)
よ
か
(
塁
本
百

三
か
せ
な
、
宮
と
し
て
深
一
定
の
女
子
が
雲
し
た
場
合
や
一
蓄
を
ぬ
出
し
て
い
に
マ
事
に
な
一

i
j
{
j

一
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
叉
本

に
護
ハ
午
后
十
時
由
ら
午
前
喜
一
震
の
六
週
間
は
働
か
せ
て
は
一
ち
ま
し
た
。
近
くZZ
Z

一
一
一
日
火
葬
場
移
築
委
員
合
一
普
段
高
八
日
間
と
し
て
と

ま
で
V
を
さ
せ
て

Y
な
ら
な
い
と
一
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
の
場
一
と
じ
病
げ
ら
れ
ま
す
が
、
評
僚
が
一
そ
の
後
の
経
過
報
告
が
あ
つ
も
こ
れ
だ
け
の
議
案
を
審
議
す
る
と

「
枇
曾
む
た
め
じ
役
立
つ
婦
人
に
…
封
建
的
な
カ
で
し
ば
り
つ
け
、
続
一
土
芸
っ
て
い
る
一
合
、
産
後
一
一
遍
間
た
っ
て
曹
関
一
公
平
に
な
さ
れ
る
た
め
に
是
非
共
一
五
日
二
ハ

B

競
輪
墨
画
委
員
舎
一
ー
と
に
な
っ
た
@

怒
り
ま
し
ょ
う
」
在
日
間
様
じ
問
月
一
人
は
み
じ
め
た
地
位
じ
お
か
れ
て
一
叉
従
来
首
女
子
の
賃
金
は
男
子
の
一
が
鍵
康
に
容
が
た
い
と
認
め
た
一
御
協
力
下
さ
い
ま
し
て
、
必
学
期
一
一
一
一
月
の
競
輪
き
と
う
し
た
ら
よ
一
廿
二
日
市
議
品
開

十
白
か
ら
、
金
留
一
斉
じ
婦
人
週
一
い
た
。
一
賃
金
よ
与
安
い
の
が
戸
般
的

E
m

一
仕
事
に
つ
か
せ
る
と
と
は
葦
又
一
日
記
~
に
御
託
入
の
上
役
務
課
へ
得
一
く
施
行
す
る
と
と
が
出
来
る
か
一
本
自
の
渇
加
議
案

問
問
が
行
わ
れ
る
。
一
新
し
い
同
月
仲
間
守
」
の
不
合
還
な
制
一
態
だ
っ
た
が
、
と
の
法
律
は
賃
金
一
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

a

一
提
出
下
さ
る
晶
慨
に
お
縦
ひ
し
ま
一
と
一
五
う
乙
止
を
審
議
し
た
。
一

m
m平
塚
市
町
長
議
傘
立
曾
波
設
命
保

四
月
十
日
か
ら
一
週
間
を
・
と
く
に
一
度
設
改
め
る
た
め
戸
主
ー
と
か
「
家
」
一
に
つ
い
て
男
子
と
女
子
の
差
別
的
一
&
震
前
や
産
後
の
女
子
が
法
律
一
ナ
。
…
十
六
日
厚
生
委
同
時
曾
一
例
制
定
に
つ
い
て

婦
人
の
波
頭
と
し
た
わ
げ
段
、
昭
一
じ
つ
い
て
の
規
定
を
駿
止
し
て
、
…
取
り
後
い
を
禁
じ
て
い
る

e

一
の
規
定
に
よ
っ
て
休
業
す
る
期
一
一
一
、
廿
六
年
度
の
償
却
資
産
ー
申
告
一
未
腕
護
者
の
家
族
を
慰
安
す
る
一
午
后
一
時
よ
り
議
長
と
理
事
者

和
二
十
一
年
四
月
十
民
じ
は
じ
め
一
個
人
の
傘
厳
と
自
由
苓
等
を
保
障
…
叉
女
子
の
勢
働
者
に
は
生
理
休
暇
一
関
と
そ
の
後
ぬ
コ
子
日
間
は
解
一
番
も
一
一
一
月
十
五
日
迄
に
御
提
出
下
一
方
法
じ
っ
い
て
相
談
し
た
。
一
と
の
聞
に
活
発
た
質
疑
麟
答
が

て
院
本
の
緑
人
が
溺
合
議
長
主
桂
一
し
て
い
る
・
一
ゃ
差
別
海
後
の
休
綴
や
育
児
時
間
一
麗
し
で
は
な
ら
な
い
@
一
さ
る
様
、
阪
に
用
紙
を
配
布
致
し
一
十
九
日
車
競
合
一
交
さ
れ
そ

間
申
し
た
の
で
、
乙
の
院
を
記
念
し
一
結
婚
に
つ
い
て
も
見
は
満
十
八
才
一
が
爽
え
ら
れ
る
と
云
う
こ
と
を
選
一
生
生
れ
て
か
ら
一
年
立
た
な
い
…
ま
し
た
が
未
提
出
の
方
が
多
数
あ
一
提
出
議
案
友
の
}
巡
り
一
廿
一
一
一
日
市
議
舎

て
婦
人
の
趨
間
開
設
も
う
け
た
の
で
一
女
は
議
十
六
芝
草
れ
ば
本
人
簿
一
由
に
し
て
賃
金
じ
義
則
的
を
つ
け
て
一
筑
兇
を
育
て

L

い
る
女
子
は
、
一
り
ま
す
@
主
主
出
し
下
さ
い
ま
一

1

平
塚
市
庭
査
委
員
僚
出
聞
の
制
制
定
一
本
日
も
吟
臼
と
隠
様
午
前
中
か

あ
る
。
新
憲
法
や
と
れ
に
も
と
づ
一
の
意
志
で
結
婚
で
昔
、
鶴
婚
や
養
一
は
た
ら
ゑ
い
と
と
に
な
っ
て
い
る
一
そ
の
出
引
先
に
支
払
在
や
る
た
め
一
ぜ
ん
と
、
他
の
間
定
資
産
と
合
算
一
に
つ
い
て
一
ら
質
疑
膝
答
が
な
さ
れ
た
が
地

く
い
?
t

主
主
よ
っ
て
法
一
子
縁
組
じ
つ
い
て
も
法
律
で
は
父
豆
、
と
の
よ
う
暮
雪
体
綴
や
一

E
E

語
、
一
二
十
分
づ
っ
休
一
し
て
最
に
分
割
す
る
雲
出
来
立
報
酬
額
並
に
費
用
緋
償
額
及
そ
一
方
選
左
控
え
て
念
絡
を
婆
す

律
的
に
は
男
女
の
平
等
が
保
出
陣
さ
一
母
の
悶
窓
を
必
事
と
し
泣
い
。
又
一
笠
宮
有
給
'
と
す
る
か
ど
う
か
は
一
冊
邸
時
簡
の
ほ
か
に
特
別
の
育
児
一
な
く
な
り
、
多
額
の
税
在
一
時
に
一
の
支
給
後
例
の
一
部
改
志
一
る

(
m
v号議
案
が
本
笠
岡d決
さ

れ
た
が
、
資
際
に
ほ
と
れ
ら
の
細
胞
一
従
来
の
民
法
で
は
夫
が
不
良
の
場
一
使
用
者
と
労
働
者
と
の
協
定
に
よ
一
時
間
を
請
求
で
き
る
。
一
発
約
め
倣
う
事

H
L友
iり
ま
す
ぞ
り
一
3

特
別
職
員
給
興
後
例
の
改
定
一
れ
そ
術
後
山
山
議
案
以
外
の
章
一

凶
暴
一
般
じ
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
一
合
で
も
婆
の
方
か
ら
離
婚
の
訴
え
一
っ
て
昔
め
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
て
一
抗
生
潔
白
山
就
業
が
非
常
に
鼠
一
是
非
芸
品
御
提
出
下
さ
い
。
一

4

酬
職
員
給
興
後
例
の
一
部
改
一
止
一
嬰
案
件
が
山
積
し
て
ゐ
て
本
曾

た
い
ば
か
り
で
な
く
b

婦
人
自
身
一
が
で

2
2
2

な
っ
て
い
た
一
2

・
一
登
場
章
一
日
中
ほ
と
ん
ど

i
i
i
i
l
i
-
-
i
J
5

銭
安
言
語
の
一
部
改
定
一
議
の
後
室
長
塁
手
震

の
由
暴
言
乏
し
く
、
さ
ら
に
い
ろ
一
が
、
新
し
い
民
法
で
は
夫
と
妻
の
一
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
も
女
子
に
一
立
っ
た
鐙
で
仕
事
を
す
る
よ
う
一
一
選
奉
の
〉
し
お
り
一
一

8

職
員
喜
劇
仲
欲
的
例
の
一
部
改
定
一
さ
れ
た
。

い
ろ
な
方
医
に

2
2
2
1
一
陣
営
企
選
者
に
不
良
の
行
が
一
誌
な
休
綴
休
業
が
奥
え
ら
れ
る
一
た
場
合
皇
室
長
求
す
一
一
韓
関
空
一
十
一
一
一
罷
(
関
空
一

7
5

暴
走
の
授
業
料
、
入
一

2

目
撃
委
長
曾

建
一
慌
の
た
め
に
絞
済
的
、
散
含
的
、
一
あ
っ
た
場
合
に
は
離
婚
の
訴
え
が
一
と
と
に
な
っ
て
い
る
@
一
る
事
が
で
昔
る
。
一
一
ト
一
一
撃
考
査
料
及
び
入
学
料
徴
牧
俊
一
議
員
会
員
が
委
員
と
な
り
上

τ

政
治
的
に
み
て
鰭
人
の
地
位
は
必
一
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

L

焼
娠
中
の
女
子
が
請
求
す
れ
一
平
市
長
選
一
挙
器
削

M
J一
一
例
の
一
部
改
十
止
に
つ
い
て
一
年
度
の
窒
初
予
算
主

J審
議
し
わ

て
も
充
分
に
向
上
し
た
と
は
い
…
還
に
つ
い
て
は
ぷ
主
主
心
一
、

f
j
f
f
j
J
U
U
F
i
j
i
J
f
j
J
/
/
/
一
一
市
審
議
官
赤
潮mA一

8
t
i
i
C
2
2
3
2
2

一
位
百
円
十
む
諸
政
訪
れ
れ
均
貯
持
続
離
れ
一
本
帯
購
入
調
関
行
事
一
一
点
語
時
十
四

f
h
L
l鰭線
開
弓
市
す
る
一
制
球
市
制
軒
都
内
財
閥

一
さ
わ
し
い
霞
笈
約
一
な
一
地
伎
の
向
上
一
制
度
基
金
滋
さ
れ
た
。
一
@
四
月
九
島
(
月
)
午
後
二
時
よ
り
一
一
線
議
合
議
員
暴
選
赤
側

m
M組
問
職
員
が
職
務
に
専
念
す
る
義
務
一
さ
れ
、
従
来
通
り
一
一
一
十
名
に
留

一
を
は
か
る
た
め
「
婦
人
週
間
同
」
を
一
つ
ま
り
も
あ
と
主
争
息
子
と
か
あ
…
卒
細
部
市
鯖
人
の
集
い
一
夜
間
午
勺
七
寺
よ
り
;
一
一
の
特
別
に
隠
す
る
位
昨
日
例
一
め
る
と
曹
と
を
決
定
し
た
。

一
も
う
け
て
、
婦
人
の
一
驚
の
白
血
百
一
と
と
り
娘
と
か
い
う
考
え
方
が
紅
一
一
一

A
j
t
j
ま
一
日
職
員
閤
体
の
業
務
に
も
つ
ば
ら
一

L
i
六
日
決
算
委
員
食

一
を
う
訟
が
す
と
共
に

E
C
問
題
に
工
号
、
一
入
手
士
会
で
一
(
講
演
片
付
間
本
母
性
協
曾
講
師
」
一
一
候
縁
者
の
え
れ
軒
町
て
一
一
従
事
す
る
職
員
に
践
す
る
第
一
言
語
の
決
算
配
霊
長

一
立
持
論
付
何
時
一
円
刊
誌
詰
リ
ヨ
刊
一
出
一
瞬
盆
哉
先
生
一
一
誤
射
器
鰐
足
一
白
内
信
州
員
体
の
登
録
量
一
時
村
山
崎
詩
的
削
減
守
認

賠
訴
目
的
手
伎
に
つ
一
れ
い
州
諸
訪
れ
創
設
一
(
演
義
)
麓
く
ら
べ
腕
〈
ら
ベ
一
一
時
間
勤
詩
句
ム
一
協
同
盟
傾
倒
体

C

行
う
交
渉
一
器
時
合
に
対
ナ
る
語

い
て
法
律
が
ど
の
よ
う
た
規
定
を
一
場
合
、
そ
の
退
官
雲
一
一
一
分
の
一
婦
人
脊
議
出
議
一
一
必
十
投
票
に
行
と
う
一
一
弘
失
業
針
策
事
義
起
伎
の
と

ξ

一
品
阜
、
競
輪
選
管
委
員
立
暮

か
れ
肘
日
比
川
市
際

L

て
い
る
一
ト
下
一
一
自
信
一
一
日
に

A
M山
一
@
見
惑
の
舎
一
一
蓄
は
自
分
で
民
主
舎
の
品
川
訴
時
入
金
に
つ
い
長
崎
吋
一
れ
ん
し
恥
て
審
議
し
た
@

基
本
的
入
楼
の
聾
予
定
う
に
っ
た
一
卒
、
.
て
零

p
r桑
の
相
手
残
れ
ば
婆
一
小
限
一
派
裁
剣
山
別
会
酬
が
と
民
の
穣
利
を
す
て
る
と

k

丘
一
口
右
会
件
ハ
競
馬
v

一
協
議
舎
に
，
次
い
で
本
婁
捕
を
跨

新
憲
法
H
2
女
一
問
機
役
一
保
隠
し
間
同
一
が
二
分
の
て
あ

ξ

は
夫
の
親
が
一
大
磯
の
すJず
ぺ
?
サ

Y
ダ
i
ズ
よ
1
ム
ナ
。
地
方
自
治
の
将
来
は
あ
辺
一
時
間
中
北
養
護
強
制
摘
出
向
日
遺
伝

m
w件
一
き
弐
の
議
案
を
出
思
議
事
件
と
し

民
一
は
性
別
に
よ
っ
て
'
政
治
的
広
一
相
同
視
す
る

ο

叉
子
供
が
な
く
て
夫
一
た
の
そ
の
一
葉
に
か
ふ
っ
て
い
一
一
時
昭
和
サ
六
年
度
聾
昇
一
て
逗
加
し
た
。

一
一
(
混
血
部
見
牧
容
所
)
ま
す
。
一
人
の
と
ら
や
投
出
品
い
一
一
一
舎
川
凶
器

5渡
市
議
舎
議
員
定
数
減

も
経
済
的
に
も
亦
霊
園
的
関
係
に
一
の
兄
弟
姉
妹
と
妻
が
残
れ
ば
棄
は
一
四
月
十
一
宮
〈
水
)
あ
さ
九
時
に
卒
闘
機
墜
雪
集
合
ょ
う
。
」
{
鈴
昭
和
廿
六
年
度
競
輪
一
事
業
務
第
一
良
一
俊
目
的
の
制
定
に
つ
い
て

凶
小
都
民
間
料
問
斜
計
一
位
け
に
品
川
刊
誌
日
制
鉱
山
一
@
婦
人
評
論
家
一
間
抑
制
附
諮
問
時
義
算
一

d
詳
詳
綴
市
才
入
才
車

問
詰
百
印
刷
印
日
一
刊
刊
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
一
時
誌
は
詰
講
演
を
聴
会
一
認

2

訪
問
料
度
競
馬
豪
華
一
説
詰
持
諸

し
て
い
る
。
尋
常
閥
抗
司
品
封
一
市
立
公
民
館
記
錫
中
学
校
内

V

一
波
昭
和
サ
六
年
度
特
別
食
言
せ
一
る
の
で
司
君
提
案
し
た
き

そ
の
憲
法
の
精
神
じ
も
ξ

づ
い
て
一
蹴
労
働
基
準
法
は
新
憲
法
が
規
定
し
一
ハ
教
育
務

v

一
ん
金
附
託
袋
後
資
事
業
設
算
一
号
並
じ
(
泌
〉
号
か
ら
(
鎗
)
号
註

制
定
あ
る
い
は
改
正
さ
れ
た
い
ろ

τ」
い
る
よ
う
に
、
人
間
と
し
て
生
一

;
:
J
j
t
i
p
i
j
j
;
;

ノ
/
;
j
i
i

一
幻
競
輪
場
内
資
店
使
用
後
例
中
二
除
く
喜

T
2

可
決
格
引

い
ろ
の
法
律
は
男
女
の
卒
等
を
保
一
活
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
最
低
限
度
一
一
部
改
疋
一

湾
ナ
る
と
共
に
綿
入
に
輿
え
ら
れ
一
の
労
働
僚
件
を
定
め
た
法
律
で
あ
一
車
競
ー
に
つ
い
て
一
言
言
語
、
退
職
第
三
叉
二
つ
の
決
そ
蓄
を

た
特
別
危
機
利
正
義
務
に
つ
い
て
一
る
が
、
と
の
中
に
は
婦
人
問
労
働
者
一
一
一
死
亡
給
輿
金
並
に
葬
祭
料
及
び
一
認
定
さ
れ
た

e

賞
初
予
算
に
於

精
し
い
規
定
を
も
う
け
て
い
る
二
に
つ
い
て
と
く
に
関
係
の
深
い
僚
一
一
、
昨
年
一
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
一
そ
の
課
税
標
準
も
従
来
の
賃
貸
俊
一
遺
族
扶
助
料
保
例
の
一
部
改
定
一
て
若
子
の
修
一
色
が
あ
っ
た
だ
け

潟
滅
寸
断
社
外
刈
寸
寸
吋
引
刊
一
項
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
俊
一
ま
し
て
家
屋
に
課
せ
ら
れ
る
授
は
一
裕
か
ら
治
正
時
僚
に
凝
り
ま
し
一
%
磁
有
財
産
建
物
梯
下
に
つ
い
て
一
で
八
日
間
に
わ
た
っ
た
三
月
の

従
来
、
日
本
の
一
位
舎
左
根
強
く
支
一
勝
者
は
十
八
才
に
満
た
な
い
者
や
一
家
屋
稔
か
ら
土
地
償
却
資
漆

ξ

併
一
た
。
一
回
出
関
幽
有
時
則
廃
借
入
に
つ
い
て
一
議
舎
も
山
積
し
た
議
案
友
会
部

配
し
て
い
た
家
長
制
度
は
婦
人
を
一
女
子
を
抗
内
で
働
か
せ
た
り
、
衛
一
せ
て
の
期
間
定
資
産
殺
に
改
め
ら
れ
一
つ
き
ま
し
て
は
、
家
震
の
僚
磁
を
一
幻
昭
和
廿
五
年
度
追
加
更
芭
議
算
一
可
決
し
無
事
終
了
し
た

e

つ
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た
ち
の
生
活
を
破
滅
に
導
く
原
因
一
く
っ
て
候
補
者

b
t堂
闘
い
た
場
合
会
、
点
字
投
票
設
す
る
場
合
は
そ
一
民
主
的
圏
休
と
し
て
渓
ヤ
ま
し
き
一
は
友
友
待
た
な
い
で
銃
に
九
名
の
一
替
の
研
究

に
た
る
。
。
一
五
、
候
檎
者
の
氏
名
の
外
に
他
の
一
の
出
口
市
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
活
動
を
つ

Y

け
て
ゐ
り
ま
す
。
本
一
患
者
が
出
て
お
り
も
何
れ
も
重
症
一
論
理
学

い
ハ

7

地
方
滋
聡
舶
に
投
票
て
き
る
一
と
と
を
妻
ド
た
場
合
一
た
そ
譲
事
人
の
登
録
さ
れ
て
い
一
市
一
は
品
開
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育
関
係
閣
間
体
の
中
か
ら
一
で
す

e

と
の
勢
で
ふ
へ
て
行
青
ま
一
感
生
と
議
盛
田

十
一Z
今
年
度
地
方
選
穫
の
も
つ
人
と
謎
暴
人
名
簿
一
六
も
知
事
長
」
燃
の
議
舎
の
議
員
の
一
る
市
町
村
以
外
で
投
薬
す
る
場
合
一
去
る
一
一
一
月
二
十
七
日
一
柳
奈
川
壁
紙
一
す
と
、
夏
の
流
行
郊
に
は
近
年
に
一
プ
ロ
レ
コ

I
メ
ナ

一
態
義
一
で
あ
る
。
日
本
国
民
で
年
令
二
十
午
以
上
の
一
投
曲
話
番
遠
い
市
長
と
市
議
舎
の
一
は
お
る
べ
く
日

T
く
投
票
を
し
た
い
一
世
間
委
員
合
同
教
育
長
よ
わ
響
曲
る
俊
一
そ
の
類
雲
市
な
い
大
流
行
の
兆
が
一

f
ヱ
ス
の
文
化
曹
と

一
来
る
臨
月
二
十
三
日
に
は
室
町
一

4
地
方
選
A
v
A馨
運
動
一
向
日
軒
以
諮
問
問
問
比
一
一
一
持
一
同
一
一
一
一
れ
た
め
・
白
か
ら
候
一
れ
一
日
諸
説
司
法
諒
一
時
諮
問
け
い

f
u
dに
一
統
計
込
町

Vは
あ
り
ま
せ
一
れ
即
時
明
大
宗
関
ホ
ワ
イ
ト

一
村
の
輔
君
闘
の
議
員
と
授
の
選
一
挙
、
一
選
挙
運
動
は
，
き
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L
T
E
T一
て
選
一
堂
倦
が
あ
る
が
・
選
摩
擦
を
一
候
補
者
の
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名
を
記
載
ず
る
と
と
が
選
挙
人
の
受
録
さ
れ
て
い
る
市
一
た
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一
ん
が
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そ
の
予
防
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壊
で
す
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愛
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て
キ
ヱ
ル
ク
ゴ

I
F

同
一
間
紅
白
昨
日
刺
殺
一
一
明
日
間
持
郡
山

M日
目
前
一
伝
説
誌
は
同
校
時
一
計
三
錠
桂
内
一
開
通
訪
れ
諸
問
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問
問
削
一
て
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制
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れ
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車
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一
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う
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面
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滋
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付
一
室
一
二
三
一
一
②
食
事
の
調
選
手
る
方
議
一
自
由
の
鐘
慌
献
は
放
滋
泣

制
一MM
h
u
川
打
開
吐
時
的
問
唯
一
郎
時
点
許
可
目
立
川
町
紅
白
目
的
航
れ
れ
ゲ
一
人
の
意
見
を
き
い
て
華
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者
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♂
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日
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郎
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一
て
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す
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が
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録
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れ
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い
る
濯
翠
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簿
一
一
れ
い
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手
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下
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い
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一
原
子
の
謎
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と
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昭
一
界
の
仲
間
入
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を
す
る
議
室
約
一
け
は
る
一
と
は
で
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泣
い
。
一
る
か
ら
軍
人
は
そ
の
一
人
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一
の
属
す
る
市
町
村
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行
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一
第
一
一
出
会
期
分
一
③
鰯
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パ
イ
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の
護
者
で
す
一
へ
ヒ
ト
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臨
時
制
紘
一
一
日
一
弘
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一
ふ
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以
出
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掛
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担
沼
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場
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寸
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時
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…
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←
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…
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…
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時
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日
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日
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昨
日
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開
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制
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地
方
選
一
を
妨
害
し
た
止
き
一
言
効
力

E

っ
基
本
選
纂
人
名
一
投
薬
す
る
の
が
震
で
あ
る
が
特
一
び
少
年
院
に
牧
容
中
の
者
に
は
そ
一
室
長
の
守
使
防
い
れ
ど
一
い
る

1作
フ
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Z
7一
想
問
自
在
ク
ラ
ア
チ
ヱ
ン
コ

費
一
の
も
つ
意
義
拡
非
常
に
重
大
で
あ
一
問
、
選
君
臨
闘
し
兇
絡
を
携
帯
し
一
一
一
日
間
川
崎
誤
射
閥
均
一
一
れ
一

m
J時
一
時
日
校
時
計
約
一
一
一
日
一
凶
作
一
品
…
臨
時
間
れ
れ
れ
一
山
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有
効
開
制
限
ほ
凶
万
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L
ド
浦
町
一
れ
紘
一
一
一
日
誠
一
…
れ
す
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共
に
去
り
ぬ
ミ
ッ
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ル
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狩
思
語
辞
一
一
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す
ま
重
議
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一
時
間

M
四
時
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叶
同
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皆
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4
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法
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4
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日
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根
本
原
則
を
か
守
地
方
喜
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号
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J
胡

J
資
金
や
必
要
一
名
簿
に
登
記
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れ
て
い
る
か
ど
う
一
く
選
摩
擦
の
行
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主
主
制
度
一
一
一
一
台
骨

i
十
五
日
五
月i
十
一ji
l
i
l
i
-
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一
漂
泊
の
入

一
の
議
員
お
よ
び
長
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民
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接
一
正
し
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と
と

f
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来
一
地
方
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一
か
な
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し
よ
行
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一
で
あ
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不
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の
で
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一
一
一
一
一
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近
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日
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時
時
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時
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一
太
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一
問
打
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目

M
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判
長
崎
北
誌
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ほ
刊
誌
一
訪
問
訪
れ
れ
刊
王
者
引
に
絡
む
な
州
諸
問
一
一
広
一
一
一
ず
祭
実
っ
た
と
き
は

J
一
内
野
純
計
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一
品
一
中
直

f
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時
仙
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詰

u
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一
一
訪
問
け
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れ
齢
制
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結
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十
一
一
一
諮
問
問
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抑
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壕
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出
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円
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引
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叩
問
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一
昨
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日
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間
山
口
同
小
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寺
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方
選
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事
計
十
肘
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誌
一
日
立
時
間
れ
れ
抗
告
一
語
能
昨
日
刊
誌
一
一
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一
軒
説
明
側
諸
吉
一
郡
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旬
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一
一
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フ
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諮
問
一
出
語
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問
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一
尚
一

r一
一
…
一
吋
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一
一
問
中
叩
…
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中
肝
一
一
…
一
一
一
村

j
j
i
…
立
十
平
盟
主
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一
転
げ
に
つ

Vぐ
一
…
一
…
…
…
一

J…
一
一
…
掃
除

一
べ
き
で
あ
る
。
一6
候
補
者
の
撲
擦
方
法
一
知
警
官
主
義
用
紙
は
黒
駒
と
で
あ
る
べ
き
と
み
え
は
監
獄
も
し
一
一
五
…
十
一
一
一
罷

(
ε

一
一f
ツ
の
あ
る
傍
染
病
の
学
者
一
い
の
の
見
方
一
仁
つ
い
て
一

一
と
の
と
と
と
そ
は
選
一
挙
制
度
の
板
一
候
楠
明
者
の
警
停
が
食
方
の
件
悼
み
よ
一
師
脚
、
市
の
議
舎
の
議
員
主
赤
目
、
ノ
一
く
は
少
年
院
に
撃
事
で
る
る
ペ
一
一
…
一
一
弘
文
明
傍
染
病
と
い
う
本
を
か
い
一
動
物
悩
叫
紘
一

一
幹
で
あ
り
・
民
主
政
治
時
時
立
の
は
一
い
自
治
体
を
つ
く
る
か
慈
政
に
な
一
市
長
の
決
選
投
票
用
紙
一
子
制
と
き
と
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一
一

v

一
一
て
、
モ
の
本
の
中
で
「
す
文
明
一
植
物
樹
鐙
一

一
や
道
な
の
で
る
る
@
一
や
ま
さ
れ
る
か
の
綴
戸
際
で
あ
一
た
そ
次
の
よ
う
訟
投
票
は
無
効
一
不
在
者
投
薬
を
し
よ
う
と
す
る
者
一
一
一
一
閣
に
は
も
は
や
丞
郎
、
昨
腸
チ
フ
ス
一
畑
町
巾
面
鏡
一

言
霊
期
随
一
る
。
そ
の
に
め
に
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や
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苦
手
る
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付
そ
一
「

i
i
i
i
i
i
i
i
L

一
な
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と
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う
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病
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一

a
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今
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方
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苦
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け
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を
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る
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台
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付
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史
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挙
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限
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十
一
一
一
白
(
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縫
門
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又
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史
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